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産総研，地震研，東工大による浅間山北東麓の現地調査結果に，群馬大による中条町，沼
田市周辺の現地調査結果（早川，2004）を加えて，降灰分布図を作成し（図１），2004 年
9月 1日の噴出量を見積もった．ただし現時点では，火口近傍及び遠方での堆積物の厚さ（重
量）が不明のため，ヘリからの観測結果に基づいて，山頂の釜山付近での平均層厚を 10cm,
30cm，1mのそれぞれの場合について，噴出量を算出した．また，最遠方の相馬での降灰
量を 2 g/m2と仮定した（図 3)．
　見積もりは，宇井ほか（1997）や宝田ほか（2002）による，重量-面積法（重量-面積の
関係をいくつかの折れ線で近似する方法）を使用した．ブルカノ式噴火やマグマ水蒸気噴火
による降灰は，対数でプロットした重量-面積図では，直線にならずいくつかの折れ線とな
る傾向がある．今回の 2004 年 9月 1日の噴火でも同様な傾向が認められる（図３）．
　また，直径約 500ｍの釜山火口の内部にも噴出物が堆積していると考えられ，無視できな
い体積になることから，火口内部の堆積物を含む場合と含まない場合について，それぞれ噴
出量を算出した．
　なお，比較のために，前回の 1983 年 4月 8日噴火の降灰分布図（図２）についても同様
の方法で噴出量を算出した．
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